
庄
内
た
が
わ
農
協
（
太

田
政
士
組
合
長
）
の
第
28

回
通
常
総
代
会
が
６
月
21

日(

水)

、
い
ろ
り
火
の
里

（

）

な
の
花
ホ
ー
ル
三
川
町

で
開
か
れ
、
任
期
３
年
の

役
員
改
選
と
な
り
ま
す
。

当
期
損
失
金
初
め
て

２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
度
の

は

事
業
総
利
益

29

億
４
４
３
１
万
２
千
円
前
（

年
度

億
０
５
７
９
万
７

29

千
円
、

は

）
事
業
管
理
費

27

億
７
５
１
６
万
３
千
円
同
（

）

億
１
８
２
１
万
７
千
円

28で
、

は
１
億
６

事
業
利
益

、

９
１
４
万
９
千
円
と
な
り

前
年
度
８
７
５
７
万
９
千

円
か
ら
８
１
５
７
万
円
増

加
。
事
業
外
収
支
を
合
わ

せ
た

は
３
億
２

経
常
利
益

８
３
７
万
５
千
円
（
前
年

度
２
億
５
９
６
０
万
４
千

円
）
で
す
。

特
別
損
益
と
税
引
後
の

は

２
億
６

当
期
剰
余
金

△

１
８
５
万
５
千
円
（
前
年

度
１
億
９
９
６
２
万
２
千

円
）
で
、
損
失
金
計
上
は

合
併
後
初
め
て
で
す
。

当
期
赤
字
の
主
な
要
因

は
「

」
５
億
４

、
減
損
損
失

１
５
９
万
８
千
円
を
計
上

し
た
こ
と
で
す
。

う
ち
、
大
き
な
も
の
と

し
て
、

は
、

新
余
目
支
所

イ
グ
ゼ
あ
ま
る
め
の
撤
退

に
加
え
、
今
後
の
活
用
に

見
込
み
が
な
い
た
め
、
事

務
所
以
外
が
遊
休
資
産
と

な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

処
分
可
能
見
込
価
額
で

評
価
し
、
簿
価
と
の
差
額

４
億
９
１
６
７
万
６
千
円

を
減
損
損
失
と
し
て
計
上

し
ま
し
た
。

リ
ス
ク
管
理
積
立
金
６

億
５
千
万
円
か
ら
３
億
５、

０
０
０
万
円
を
取
り
崩
し

土
地
再
評
価
差
額
金
４
２、

５
４
万
８
千
円
を
充
当
しは

当
期
未
処
分
剰
余
金

2

億
９
５
１
６
万
４
千
円
前
（

年
度
３
億
６
４
４
７
万
１

千
円
）
と
し
ま
し
た
。

利
益
準
備
金
は
行
わ
ず

（
前
年
度
１
億
円
、
任
意

）

農

積
立
金
と
し
て
新
規
に

１
億
５
千

業
振
興
積
立
金

万
円
を
積
み
立
て
、
配
当

次
期
繰
越
剰
余

は
無
く
、

を
１
億
４
５
１
６
万
４

金６
２
１
円
（
前
年
度
１
億）

６
４
４
７
万
１
１
７
８
円

に
し
ま
す
。

子
会
社

(

株)

あ
い
と
サ
ー
ビ
ス

（
代
表
取
締
役
社
長
・
五

売
上
高

十
嵐
常
勝
）
は
、

億
２
２
９
９
万
円
（
前

48年
度

億
４
０
４
２
万

48

円
、

１
億
２
１

）
経
常
利
益

０
６
万
１
千
円
（
同
１
億当

１
２
４
５
万
３
千
円
、）

７
８
９
８
万
５

期
純
利
益

千
円
（
同
７
２
０
０
万
５

千
円
）
を
計
上
。
２
０
１

４
（
平
成

）
年
８
月
１

26

日
に
設
立
さ
れ
た
１
０
０

％
出
資
の
子
会
社
で
す
。

％
出
資
の
子
会
社
の

60
羽
黒
・
の
う
き
ょ
う
食
品

（
代
表
取
締
役

加
工(

有)

売

社
長
・
菅
原
勝
）
は
、

６
億
２
４
８
０
万
８

上
高

千
円
（
前
年
度
６
億
３
８

経
常
利

４
０
万
３
千
円
、）

２
４
５
万
４
千
円
（
同

益

当

△
８
９
７
万
１
千
円
、）

１
９
８
万
４
千

期
純
利
益

円
（
同
△
９
９
４
万
３
千

円
）
で
す
。
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日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
6月 22人 10,550円
5月 29人 32,840円

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 2020年度 2021年度 2022年度 前年度と基準年と
平成５年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 の対比 の対比

正組合員数（人） 16,876 11,581 11,287 10,987 97.3% 65.1%正組合員数（人）
職員数（人） 職員数（人）1,123 428 420 384 91.4% 34.2%
資産 資産117,589,340 130,835,038 130,806,414 127,102,351 97.2% 108.1%
負債 負債111,618,080 121,007,259 120,949,342 117,831,330 97.4% 105.6%
資本（純資産） 5,971,260 9,827,779 9,857,072 9,271,021 94.1% 155.3%資本（純資産）
当期剰余金 当期剰余金93,323 70,867 199,622 △261,855△131.2%△280.6%
貯金 貯金96,633,096 115,018,635 115,369,836 112,235,064 97.3% 116.1%
貸出金 貸出金36,394,244 29,852,717 32,368,791 32,858,273 101.5% 90.3%
長期共済保有高 長期共済保有高665,528,140 442,386,012 427,517,915 413,941,034 96.8% 62.2%
購買 購買19,815,583 3,808,432 3,368,898 3,844,257 114.1% 19.4%
販売 販売30,276,797 13,706,326 12,719,876 12,714,912 100.0% 42.0%

(米穀) 24,149,280 11,068,760 10,240,896 10,168,842 99.3% 42.1%(米穀)
（園特） 3,263,811 1,667,780 1,534,951 1,632,240 106.3% 50.0%（園特）
（畜産） 2,863,706 926,131 895,501 862,868 96.4% 30.1%（畜産）

（産直店舗） 43,653 48,527 50,961 105.0% - （産直店舗）
自己資本比率 14.48% 14.24% 14.20% 自己資本比率

合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。
(株)あいとサービス2014年８月１日設立。燃料・葬祭が10月１日から、農機・車両が１月１日から事業開始

各農協の出資金等の比較
JA庄内たがわ JA鶴岡 JAあまるめ

正１人当出資金 347,699円 285,964円 813,294円

正１戸当出資金 457,834円 499,284円 1,011,295円

正１戸当販売額 1,523,839円 2,988,452円 2,192,185円

正１戸当購買額 460,721円 1,813,574円 1,179,969円

自己資本比率 14.20% 14.02% 19.44%

出資配当 1.0％ 2.0％

特別配当 生産資材1.5% 米１俵200円 

肥料飼料4.0% 
農畜購買1.0％ 

園芸産直販売1.0% 

農機軽トラ等1.0%
※JA庄内たがわの購買額は(株)あいとサービス除く

※JAあまるめの購買額はコープ除く。農機含む

（2023年度総代会・総会資料より）



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、

現
場
に
不
信
と
負
担
を
広

げ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
は
医
療
情
報
、
年
金
情

、

、

報
公
金
受
け
取
り
口
座

別
の
人
の
情
報
が
大
規
模

に
ひ
も
づ
け
ら
れ
、
マ
イ

ナ
保
険
証
も
医
療
機
関
で

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
と
を
絶

た
ち
ま
せ
ん
。

山
形
新
聞
・
社
説
「
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
混
乱
拡
大
、」

全
容
把
握
し
対
策
を
急
げ

(

６
／
９)

で
は
、
ト
ラ
ブ

ル
は
「
本
県
で
も
３
件
の

報
告
が
あ
っ
た
「
信
頼
が

」

回
復
で
き
る
ま
で
既
存
の

保
険
証
廃
止
を
延
期
す
る

な
ど
、
い
っ
た
ん
立
ち
止

ま
る
判
断
も
必
要
で
は
な

。」

。

い
か

と
述
べ
て
い
ま
す

ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
、
い

っ
た
ん
運
用
を
止
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

日
の
参
院

12

決
算
委
員
で
、
日
本
共
産

党
の
田
村
智
子
議
員
が
、

「

」

立
ち
止
ま
っ
て
検
証
を

求
め
た
の
に
対
し
、
岸
田

文
雄
首
相
は
、
国
民
の
信

頼
確
保
と
個
人
情
報
の
保

護
徹
底
の
た
め
「
取
り
組

、

み
を
し
っ
か
り
進
め
て
い

く
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

。

ま
す
ま
す
遠
の
く
ジ
ャ
ン

▲
大
臣
の
答
弁
は
、
真
実

を
知
ら
さ
れ
な
い
で
書
か

れ
た
物
を
読
ま
さ
れ
て
い

た
ん
だ
。
医
者
が
、
飲
酒

運
転
な
ら
一
発
免
停
以
上

に
酔
っ
払
っ
て
仕
事
を
し

て
い
た
ん
だ
と
は
、
恐
ろ

し
い
国
だ
。
そ
れ
が
外
国。

人
を
扱
う
処
な
ん
だ
か
ら

Ｇ
セ
ブ
ン
議
長
国
と
は
、。

笑
わ
せ
る
な
～
・
だ
ろ
う

集
団
イ
ジ
メ
と
見
ら
れ
る

動
画
も
流
れ
た
。
こ
れ
が

日
本
の
国
家
公
務
員
の
仕

事
か
と
俺
は
思
っ
た
。
こ。

れ
を
許
す
法
律
が
成
立
だ

▲
次
は
軍
事
費
だ
。
誰
が

考
え
た
ん
だ
？
あ
の

兆
43

、

円
と
い
う
莫
大
な
金
額
は

何
に
ナ
ン
ボ
か
か
る
か
ら

と
積
み
上
げ
た
も
の
じ
ゃ

な
い
ん
だ
と
。
し
か
し
、

ど
っ
か
ら
も
出
す
あ
て
も

な
い
の
に
、
金
額
が
一
人

歩
き
ダ
。

▲
平
和
憲
法
の
今
、
軍
需

産
業
と
い
う
も
の
は
あ
る

ん
だ
か
ネ
～
。
兵
器
を
作

る
会
社
を
、
国
が
守
る
法

律
を
作
る
っ
て
サ
。
日
本

（

）

何
処
に
行
く
の
？
石
川

を
想
う
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。

史
跡
は
、
明
治
・
大
正

以
来
、
同
場
所
に
百
数
十

年
存
在
し
続
け
て
き
た
の

で
、
歴
史
上
ま
た
は
学
術

上
価
値
が
高
い
と
し
て
国

指
定
に
な
っ
た
。

、

こ
の
史
跡
は
何
を
語
り

何
を
想
わ
せ
る
か
を
深
め

る
物
語
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

な
お
、
教
科
書
の
よ
う

な
順
序
は
な
く
、
ア
ッ
チ

コ
ッ
チ
に
行
き
来
し
ま
す

が
、
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

東
田
川
史
跡
物
語

史
跡
が
語
る
も
の
・
私
た
ち

青
山

崇

の
思
う
こ
と

「

」

で
馴
染
み
の
き
び
ち
ょ

氏
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

『

』

山
新
の
コ
ラ
ム
気
炎

が
同
封
さ
れ
「
今
回
話
さ

、

れ
る
事
に
つ
な
が
り
が
あ

る
よ
う
で
」
と
添
書
さ
れ

て
い
た
。

「
建
築
物
の
価
値
は
そ

こ
に
た
だ
存
在
す
る
こ
と

に
意
味
が
あ
る
」
と
い
う

く
だ
り
が
あ
っ
た
。

私
的
に
言
え
ば
、
法
隆

寺
を
観
た
こ
と
は
、
千
数

百
年
前
と
今
の
自
分
を
重

ね
て
悠
久
の
思
い
に
浸
た

り
、
あ
る
い
は
藁
・
萱
葺

の
古
民
家
が
、
自
分
の
記

憶
を
呼
び
起
こ
さ
せ
故
郷

議
事
堂
・
東
田
川
電
気
事

業
組
合
倉
庫
・
同
蔵
と
そ

の
敷
地
一
帯
が
、
国
指
定

上
図
赤
線
内
：
市

史
跡
（

）

教
委

意
見
具
申

所
収

『

』

に
な
っ
た
。

名
称
が
長
い
の
で
。
連

載
に
当
っ
て
、
東
田
川
文

化
記
念
館
に
あ
や
か
り
、

通
称
「
東
田
川
史
跡
」
と

し
た
い
が
、
如
何
で
し
ょ

う
か
。

去
る
４
月

日
、
私
は

15

『
東
田
川
郡
役
所
等
の
国

指
定
史
跡
に
あ
た
っ
て
思

う
こ
と
』
を
講
演
し
た
。

そ
の
月
の
上
旬
、
本
紙

国
会
が
お
か
し
い

こ
の
頃
の
国
会
、
変
に

思
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
、

ど
ん
な
国
に
な
る
ん
で
し

ょ
う
か
。
自
公
に
維
新
と

国
民
が
、
数
を
頼
り
に
国

民
が
心
配
す
る
方
向
へ
急

激
に
進
ん
で
い
ま
す
。

▲
先
ず
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
だ
が
、
多
く
に
不
備
が

あ
る
の
を
分
か
っ
て
い
な

が
ら
可
決
し
た
ん
だ
。
チ

ョ
ッ
ト
腰
を
落
と
し
て
考

え
て
く
れ
る
の
か
と
思
っ

た
良
識
の
府
と
言
わ
れ
る

参
議
院
も
、
世
間
の
心
配

に
応
え
て
く
れ
な
か
っ
た

ん
だ
。
な
ぜ
採
決
を
急
ぐ

の
だ
。

▲
法
律
は
出
来
た
。
し
か

し
、
こ
れ
で
仕
事
が
出
来

る
の
？
こ
れ
で
仕
事
を
さ

せ
ら
れ
る
行
政
も
医
療
関

係
者
も
、
今
か
ら
紙
の
保

険
証
が
良
い
と
い
う
ん
だ

か
ら
サ
。
２
万
円
で
手
続

き
を
急
い
だ
人
も
、
制
度

と
し
て
は
信
用
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
。
ま
だ
カ
ー

ド
作
っ
て
い
な
い
人
は
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

立
ち
止
ま
っ
て
検
証
を

、

２
０
２
３
年
３
月

日
20

旧
東
田
川
郡
役
所
・
郡
会


